
２　面積・人口・世帯数

面 　 積

 男人口  男人口

     (人)      (人)

 女人口  女人口

 市 町 村 　(K㎡)      (人)      (人)
36,049 35,524

240.27 73,671 32,716 72,600 32,752
37,622 37,076
11,032 11,115

20.46 22,388 8,808 22,548 8,963
11,356 11,433
7,445 7,440

27.92 14,567 6,143 14,556 6,186
7,122 7,116
54,526 54,079

288.65 110,626 47,667 109,704 47,901
    56,100 55,625

954,491 949,392
6362.28 1,924,139 874,279 1,912,615 883,374

969,648 963,223

  昭和30. 8. 1  渋川市消防団常備消防部を設置、消防ポンプ自動車２台を配置、

　　　　　　　　部長以下１７名で発足する。

      31.10. 1  消防団員８名を増員、部長以下２５名となり同時２台出動体制確

　　　　　　　　立される。

      33. 7.15  指令車１台を購入、広報活動及び災害現場等における指揮連絡用

 　             とする。

      37. 1. 1  予防行政の適正化をはかるため団員４名を増員、部長以下２９名

　　  　 　　　 となる。

          4. 1  消防行政の適正執行と充実強化をはかるため、常備消防部を発展

　　　 　　　　 的に解消し、渋川市消防本部・消防署を設置、消防本部５名、消

　　　　　　　　防署２６名とし、消防長以下３１名をもって発足する。

         10. 1  消防職員２名を増員、消防本部へ配置し予防行政の充実をはかる。

      39.10.10  救急車１台を購入、救急業務の充実をはかる。

      40. 6.15  消防職員４名を増員、消防長以下３７名となる。

  　  43. 8.20  消防庁舎を新築、新庁舎に業務移転。

　    44.12.15  化学消防ポンプ自動車１台を購入、危険物火災等の特殊災害に備

　              える。

      45. 4. 1  消防職員４名を増員、消防長以下４１名となる。

  　     11.17  日本損害保険協会から消防ポンプ自動車１台を寄贈される。

      46. 9.10  救急車１台を購入。救急車２台出動体制が確立される。

　（注） 人口（群馬県）については、群馬県市町村別住民基本台帳のデータによる。

  （注） 面積内訳については、国土地理院公表のデータによる。
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                   　　　広　域　消　防　の　発　足

  昭和47. 4. 1　広域組合の消防に関する事務を共同処理するため、渋川市消防本

　　　　　　　　部・消防署を発展的に解消し、渋川地区広域市町村圏振興整備組

              　合消防本部・消防署を設置、消防本部１１名、消防署４９名とし、

　　　 　　　　 消防長以下６０名をもって発足する。　

          6.16  日本消防協会から広報車１台を寄贈される。

  　　 　 9. 1  消防職員１３名（西分署要員）を増員、消防長以下７３名となる。

      48. 2. 1  西分署（伊香保町）開署、水そう付消防ポンプ自動車１台、連絡

　　  　　　　　車（軽四輪）１台を配置、分署長以下１３名で発足する。

          4. 1  消防職員１６名（本部要員３・南分署要員１３）を増員、消防長

　　  　　　　　以下８９名となる。

          7.30  群馬県共済農業協同組合連合会より救急車１台を寄贈される。

    　48.12. 7  渋川地区危険物安全協会から連絡車１台を寄贈される。

         12.15  南分署（吉岡村・榛東村）開署、水そう付消防ポンプ自動車１台、

　　  　　　　　連絡車（軽四輪）１台を配置、分署長以下１３名で発足。

      49. 1.11  梯子付消防ポンプ自動車（２４ｍ級）１台を購入、本署へ配置。

      49. 4. 1  消防職員１５名（本部要員２・東分署要員１３）を増員、消防長

  　　　　　　　以下１０４名となる。

      50. 3. 1  東分署（赤城村・北橘村）開署、水そう付消防ポンプ自動車１台、

　　  　　　　　連絡車（軽四輪）１台を配置、分署長以下１３名で発足。        

          4. 1  消防職員１３名（北分署要員）を増員、消防長以下１１７名とな

　　 　　　　　 る。

      51. 2.16  北分署（子持村・小野上村）開署、水そう付消防ポンプ自動車　

　  　　　　　 １台、連絡車（軽四輪）１台を配置、分署長以下１３名で発足。

          4. 1  各分署の消防力を強化、充実するため、本署から各分署へ２名配

　　   　　　　 置替え、各分署とも分署長以下１５名となる。

      52. 4. 1　消防職員１２名（分署要員）を増員、西分署２４名、東・南・北

　　   　　　　 分署それぞれ１６名の配置、消防長以下１２９名となる。

         11.18  梯子付消防ポンプ自動車（２４ｍ級）１台を購入、西分署へ配　

　　    　　　　置。

         12.16　日本損害保険協会から救急車１台を寄贈される。

      53. 4. 1  消防職員１名（本部配置）増員、消防長以下１３０名となる。

  　　    9.25　渋川交通災害共済組合から救急車１台を寄贈される。

　  　   12.14  分署共通車として消防ポンプ自動車１台を購入、北分署へ配置。

  　　54. 2.25  駐車場及び訓練用地として隣接地１,２２２㎡を購入。

          4. 1  消防職員１名（本部配置）増員、消防長以下１３１名となる。

　  　55. 2.29  群馬県救急医療情報システム発足に伴い、通信指令室（５５.５６

　              ㎡）を増築。

　  　    4. 1  消防本部組織を一部改正して、警防課を設置、３課６係となる。
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　  　56. 6.27　人員機材輸送車１台を購入、本署へ配置。

      57.12. 1  防災無線（渋川市）の遠隔制御装置子機を本署へ配置する。

　  　59. 4. 1  消防職員４名（本署要員）を増員、消防長以下１３５名となる。

  　　    6. 1　火災情報テレホンサービス（２３－００１９）の運用を開始する。

　  　60. 3. 8  救急車１台を購入、本署へ配置し救急車４台（１台予備車）とな

　　  　　　　　り、救急車３台出動体制となる。

         11.11  救急車を配置替え、東分署及び南分署へ配置し、本署２台、東分

　　  　　　　　署及び南分署各１台の救急車４台出動体制となる。

      61. 1.27  日本損害保険協会から救急車１台を寄贈される。北分署へ配置。

　　　　　　　　救急車５台出動体制となる。

  　     12.26  本署１号車更新に伴い、救助工作車（ポンプ付）を購入、本署へ

  　　　　　　　配置。 

      62. 3. 2  日本損害保険協会から救急車１台を寄贈される。西分署へ配置。

　　  　 　　　 救急車６台出動体制となる。   

      63. 4. 1  消防本部組織を一部改正し、警防課に通信係を設置、３課８係と

  　　　　　　　なる。

  平成元.12. 6　日本防火協会から広報車１台を寄贈される。

       2. 1.17  山之内製薬（株）から救急車１台を寄贈される。

       5. 4. 1　消防職員の定数を改正し、消防長以下１５１名となる。

         12. 3  はしご付き消防ポンプ自動車を更新(本署)

       6. 6.28  渋川地区危険物安全協会から連絡車１台を寄贈される。

       7. 2.10  救急自動車を更新(本署)

       8. 1.18  救急自動車を更新(東分署)

        　2. 6  消防ポンプ自動車を更新(本署)

       　 3. 8  水槽付消防ポンプ自動車を更新(北分署)

          3.29  本署のホース乾燥塔を改築。

          6. 1  緊急通報ファックス（２４－０１１９)の運用を開始する。

       9. 2. 3  救急自動車を更新（南分署･西分署）

          3.21  本署の訓練場を舗装整備。

          3.27  渋川ライオンズクラブから連絡車１台を寄贈される。

      10. 2. 1  高規格救急車１台を購入、本署へ配置し救急救命士による運用を

  　            開始する。

      11. 3.15  本署の自家用発電装置を設置替え。

      12. 4. 1  消防本部組織を一部改正し、通信指令課を設置、４課８係となる。

 　　　　 　　  消防署の組織を一部改正し、本署に救助小隊（特別救助隊）を設

　　  　　　　　置する。

      13. 2. 6  水槽付き消防ポンプ自動車を更新（南分署）

          3.20  救助工作車を更新（本署）

      14. 3. 6  はしご付き消防自動車を更新（西分署）

4 



  　　15. 2.27　化学消防自動車を更新（本署）

          3. 7　消防庁舎（東庁舎）を増築、訓練棟２棟を新築する。（本部・本署）

  　　    3.24　社団法人日本損害保険協会から高規格救急車を寄贈され南分署へ

　　  　　　　　配置する。

      16. 1.29  水槽付き消防ポンプ自動車を更新（西分署）

          9.29　はしご付き消防自動車オーバーホール点検（本署）

         12. 3　消防指揮自動車を1台購入、本署へ配置

         12.24  水槽付き消防ポンプ自動車を更新（本署）

          3.30　通信施設更新事業により高機能消防指令センターの運用を開始す

 　 　　　　　　る。これに伴い、緊急通報ファックス番号が、局番なしの１１９

　  　　　　　　番となる。

　  　17. 2. 2　高規格救急車を購入、東分署へ配置し管内の高規格救急車は３台

　　  　　　　　となる。

         12.26　高規格救急車を購入、北分署へ配置し管内の高規格救急車は４台

　　  　　　　　となる。

      18. 2.20　消防本部の名称を「渋川地区広域市町村圏振興整備組合消防本部」

　　  　　　　　から「渋川広域消防本部」へ消防署の名称を「渋川地区広域市町村

　  　　　　　　圏振興整備組合消防署」から「渋川広域消防署」とする。

      19. 1.30　高規格救急車を購入、本署へ配置し管内の高規格救急車は５台とな

　　  　　　　　る。

      20. 4. 1　中隊及び小隊編成から課及び係制へ編成変更する。

      20. 2. 7　高規格救急車を購入、西分署へ配置し管内の救急車６台すべてが高

　　　　　　　　規格救急車となる。

      21. 2. 1  水槽付き消防ポンプ自動車を更新（東分署）

      22. 3. 1  高規格救急車を更新（本署）

         10.22　はしご付き消防自動車オーバーホール点検（西分署）　

         12.15　日本損害保険協会から高規格救急自動車１台寄贈（西分署）

      23. 3.28　水槽付消防ポンプ自動車更新（北分署）

      　　4. 1　消防職員の定数を改正し１５０名から１６５名となる。

     　  10.27  高機能消防指令センター指令システム部分改修（通信指令課）　

　　　24. 3.14  高規格救急自動車更新（南分署）

　　　    4. 1  消防本部組織を一部改正し、予防課に指導係を設置し、４課９係と

　　　    　　　なる。

　　　25. 1.29  多目的災害支援車購入（本署）

　　　    5. 1  消防救急デジタル移動無線整備等

　　　26. 2.19  高規格救急自動車更新（東分署）

　　　    2.24  水槽付消防ポンプ自動車更新事業に伴い化学消防自動車購入

　  　　　　　　※消防力の整備指針見直しにより化学消防自動車に変更

　　　    3.19  消防救急デジタル基地局無線整備等
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　　　27. 2.20  高規格救急自動車更新（北分署）

　　　    3.19  消防共同指令センター機器等整備

　　　    4. 1  高崎市・安中市消防組合ほか５一部事務組合消防指令事務協議会の

　　　          設立

　　　    9. 1  消防救急無線共同整備完成（平成２４～２７年度）

　　　   10. 1  たかさき消防共同指令センター試験運用開始（渋川地区）

　　　   11.11　全署所に雪害対策用除雪機（５台）購入

　　　   11.27  高規格救急自動車更新（本署）

　　　   12. 1  連絡車更新に伴い雪害対策用車両購入（本部）

      28. 4. 1　消防本部組織を一部改正し、通信指令課を廃止し、３課７係となる。

 　           　消防署の組織を一部改正し、本署に情報管理係を設置する。

          4. 1　たかさき消防共同指令センター正式運用開始される。

       　12. 8　はしご付き消防自動車オーバーホール点検（本署）

    　   12.19　救助工作車を更新（本署）

      　  3.21　本署受付窓口の改修工事（本署）

      29. 5.31　消防庁舎（東庁舎２階）を内部改修工事（本部）

      29.10.24　はしご付き消防自動車オーバーホール点検（西分署）

      30. 2. 1　指揮車を更新（本署）

          3. 2　化学消防自動車を更新（本署）

      31. 3. 7　高規格救急自動車を更新（本署）

　　　    3.14  水槽付消防ポンプ自動車を更新（西分署）

  令和元.12.12　空調機器更新工事（本部・本署）

       2. 2. 4  高規格救急自動車を更新（西分署）

          4. 1  消防本部組織を一部改正し、警防課に救急係を設置し、３課８係と

                なる。

       3. 1.27  水槽付消防ポンプ自動車を更新（本署）

        　2. 5  高規格救急自動車を更新（南分署）

        　2.16  資機材搬送車を更新（本署）

       4. 2. 8  はしご付き消防自動車を更新（本署）

       　 3. 1  庁舎の老朽化に伴い、消防署南分署を吉岡町上野田から榛東村山子

　　　　　　　　田へ移転

       5. 3. 7  高規格救急自動車を更新（東分署）

       5. 3.27  消防署南分署移転に伴い、旧庁舎を解体

       6. 2.27  高規格救急自動車を更新（北分署）

       6. 3. 7  水槽付消防ポンプ自動車を更新（東分署）

       6. 3.26  庁舎の老朽化に伴い、消防署東分署を建替及び旧庁舎解体
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